
茨木市の指定文化財 
 

茨木市指定文化財 （有形文化財 古文書） 

椿の本陣文書
つばきのほんじんもんじょ

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西国街道の郡山宿で代々本陣職を勤めた梶家が保存する文書の内、文禄３年（１５９

４年）から宿駅制度が正式に廃止された明治５年（１８７２年）までの３，８６３点

が指定されています。 

＊道祖本村・梶家関係について１，６４７点 

・村政、貢租関係４１６点 

・法制、寺社関係７３点 

・人口、生活関係３５５点 

・商業、金融関係５８４点 

・土地台帳、その他２１９点 

＊郡山宿（駅）関係について２，２１６点 

・宿駅行政関係３５点 

・宿泊、営繕関係５２４点 

・馬借、連絡関係１，６５７点 

 

 宿泊に関する文書の中に、８冊の宿帳が現存しており、一番古いものは元禄９年（１

６９６年）からの記録が残っています。当時の参勤交代や宿泊についての極めて貴重

な史料です。 

◇所 在 地  個人宅 

◇指 定 番 号  古文書第３号 

◇指定年月日  平成１９年１０月１日 

 

八冊の宿帳 


